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＜部屋移動＞
・高橋　ミイ子様～南D203号室→南B103号室へ移動。
＜連絡事項＞
・5/24(木)準夜チーフ木村JGM→中野Nsへ変更となります。
・朱肉は診察室デスクの引き出しに保管していますので、周知ください。
・本日、6名の患者様が作業療法室にて見学を行っています。
・庶務にてお試しで使いきり手袋 LDグローブのSSサイズとSサイズを1袋ずつ準備して
います。2階に置いているので使用後に意見お願いします。
・人事考課が5/31(木)までとなっています。提出後、順次面談を行いますので相馬SGMまで声を掛けてください。
・5月中に学術のテーマを決定し管理者へ報告してください。
・深夜帯の休憩時間について見直しの提案あり、
（１）介護3:00～3:45　看護①4:30～5:15　看護②5:15～6:00　 
（２）介護3:00～3:45　　看護①4:15～5:00　 看護②5:00～5:45
で実施してみた結果、(１)の時間で決定しています。
＜患者様連絡事項＞
・五十嵐　恵子様～みちのく記念病院へ転院の為、9：50退院しています。
・上村　ヨシエ様～ＧＨトントン邑よりすぐにでも入居可能との事で連絡頂いています。受け持ちスタッフは退院時書類の作成お願いします。　　　　　　　①入居の為の訪問調査について5/24(木)14：00～で調整済み。　　　　
②入居に際しての必要書類
・看護サマリー
・嘱託医への情報提供書⇒嘱託医：木村内科クリニック　木村雅章Ｄｒ

・退院時処方（退院日から1～2週間分程）

③退院日時⇒未定（ＧＨ・ケアマネの事業所には連絡しており、ケアマ　　ネからは明日連絡がきて調整予定
・澤村　よしゑ様～昨日、娘様が来院しLT　B-②に契約しています。本日も私服のままであった為、契約日に確実に着替えさせてください。
＜深澤Dr指示＞
・西舘　喜八郎様～Fa連絡にて今年1月に意識消失し八戸市民Hpで大腸ポリープあり。特に精査せず、荻生内科で鉄剤が処方となっていた事を報告しています。経過観察し、他科受診の指示あり。臨時薬がベルソムラ錠(15)1T　1×寝る前が追加となり、2週間分処方となっています。
・滝沢　繁倫様～点滴は止めの指示あり。左踵部の褥瘡は治癒の為、処置中止しています。
・竹野　いね子様～持参薬から当院へ切り替えとなり、2週間分処方となっています。
・工藤　蓉子様～臨時薬2週間分処方となっています。
・力石　秀様～臨時薬2週間分処方となっています。
・三田　よし子様～臨時薬2週間分処方となっています。以前、左胸部痛を訴えていた事を報告し、胸部レントゲンの指示あり。
・工藤ツイ子様～臨時薬2週間分処方となっています。
・蒔苗　美雄様～臨時薬2週間分処方となっています。
・上村　ヨシエ様～臨時薬2週間分処方となっています。明日、ＧＨトントン邑の訪問調査がある事伝え、退院日が決まり次第、指示いただく事としています。
・達中　靖子様～下痢が続いている事報告し、今週は本人と相談しながら除剤の指示あり。次週の定期薬からセンナリド3T→1Tへ変更します。

・坂上　忠三郎様～不眠時の継続指示薬20回分処方となっています。
＜田名部Dr指示＞
・大久保　健作様～退院指示と退院前訪問指導の指示いただいています。
・沢田　秋子様～臨時薬が1週間分処方となっています。
・西澤　信様～臨時薬が1週間分処方となっています。仙骨部の褥瘡の処置は5/29(火)まで指示いただいています。
・西舘　ツル様～臨時薬が1週間分処方となっています。
・石川　広光様～夜間不眠傾向の為、エチゾラム(0.5)2T　1×寝る前が7日分処方となっています。
・高橋　ミイ子様～臨時薬が1週間分処方となっています。また、明日から1週間分の処置指示をいただいています。
・岡田　由太郎様～臨時薬が1週間分処方となっています。また、明日から1週間分の褥瘡処置指示と足趾の指示を本日から7日分いただいています。
＜要注目患者様＞
・沢田　秋子様～朝より機嫌よく笑み見られています。プログラムへの声掛けを行うと年寄りとは話したくない。八戸に家があり、帰るところがあるから困らない、周りに色んな人がいるから寂しくないと幻聴様の訴え聞かれています。独語はなく経過しています。
・坂上　忠三郎様～帰宅要求聞かれ、整容を促すもスタッフの介入に拒否あり。歩行不安定さあり見守りしています。
・石川　広光様～落ち着きなく棟内徘徊しています。また、食事は早食いでかき込み見られる為、見守り要しています。食事を詰まらせるリスク高い為、食事席は必ず手前にして見守り強化してください。
・滝沢　繁倫様～朝食は主食1/2副食1/4汁不食、メイバランンスミニは全量。昼食は主食2/3副食1/2汁不食、メイバランンスミニ2本飲用。点滴はトラブルなく施行しています。

・福田　りわ様～嘔吐・嘔気なく食事も全量摂取しています。ベッド上にて端座位になっている事あり介入しています。
・西澤　信様～夜間2回、尿失禁あり更衣行っています。その際に自らズボンを脱いでいましたが、柵を乗り越え降りようとすることはありません。引き続き、転倒、転落に注意して下さい。
日中は食事の際に痰がらみのむせ込みあり、一部介助しています。ここ数日、むせ込み頻回の為、粥・粗キザミ→粥・極キザミ・全トロミ(パン・麺禁)へ変更しています。
・西舘　喜八郎様～朝食後、トイレにて血便見られています。バイタルサインの異常なく、不調の訴えはありません。その後、頻回にトイレへ行っていますが、少量の排尿のみ。血尿はありません。両足背の浮腫見られています。
・竹野　いね子様～米飯→粥に変更していますが、自分のペースでゆっくりと摂取できています。
・岡田　由太郎様～左臀部の表皮剥離はアズノール＋ラップ保護で対応しています。長時間の離床は避け、車椅子へ移乗する際は座布団を使用して下さい。
・大塚　キミ子様～昨日の朝食時、腰痛ありベッドから離床できず、感情失禁みらていました。本日も自力で口腔ケアに行こうと車椅子からの立ち上がりあり、スタッフが介入した際に感情失禁あり。「どうしたらいいのー」と大声で怒りながら泣く事あり。精神症状の観察してください。
・高橋　ミイ子様～高栄養食品のエプリッシュの残食多い為、栄養と相談し朝エプリッチ、昼エプリッシュ、夕エプリッチに変更しています。

・櫻井　紀子様～ベッドにて臥床後に訪室した際にベッドサイドに立ち、リネンを整えている事あり。その後、離床するも椅子からの立ち上がりあり、介入要しています。転倒・転落に注意してください。
・沼端　勲様～夜間、継続的な独語あり。内容は不明瞭ですが日中も独語聞かれています。
　　　　　　　夜間の睡眠状況の確認お願いします。
・小向　武雄様～深夜帯にて尿失禁2回あり。日中はホールにて「おー」と声を出している事あり。スタッフが声掛けすると尿意訴え、トイレ誘導行っています。最近、日中も尿失禁見られている為、適宜トイレ誘導お願いします。
・山田　テル様～本人より散髪の希望あり。受け持ちスタッフは家族連絡お願いします。
・工藤　蓉子様～夫様の面会あり。5/26(土)10：00～16：00外出希望あり、主治医より許可でています。外泊、外出訓練をすすめ、状態良ければ自宅退院を検討していきます。6/29(金)外泊ですが、ご家族様の都合によりキャンセル。日程改め、後日連絡がくる事となっています。
＜OTより＞
・本日、6名の患者様が作業療法室にて見学を行っています。
午前中の3名に関して。
・夏坂　キミ様～作業室へ繋がる階段の上り下りが辛いようですが、付き添いにて可能。2時間集中して楽しみながら作業に取り組んでいました。
・石橋　ヒデ子様～塗り絵に取り組まれていましたが、目の疲労を訴え、休みながら最後まで作業に取り組んでいました。
・関口　義光様～以前も作業室で計算を行っていたので、正答率も高く、落ち着いて取り組まれていました。問題を解き終えると一度、帰宅願望聞かれていましたが、介入にて作業に戻ること出来ています。
・午後に達中　靖子様と栗木　フヂ様の見学行っていきます。
＜パス評価＞
工藤　ツイ子様　5/14(月)で入院から3ヶ月
精神症状把握…FAST：6ｂ、CDR ：3、DBD ：24点
身体状況把握…両足踵：発赤、腫脹漸減。ケルガー液塗布継続中。
行動症状…拒食、拒薬、無気力、無関心さあり。
家族指導…主治医面談4/17実施。再度、面談調整し施設申し込みを勧めていく。
作業療法評価…N-ADL:：8点、NMスケール：11点
目標設定、計画立案…覚醒状態が良好であると、座位保持は3分程可能で、立ち上がり時にわずかに力を入れることが出来ている。プログラム中は傾眠している時間が多く、話し掛けに開眼している。話し掛けに発語はほとんど聞かれないが、アイコンタクトや時折笑顔が見られ感情の表出は可能である。
現状把握、栄養状態評価…MA-8(2-2-2)　体重45.9kg（20.8）
　　　　　　　　　　食事量に関して栄養と相談していく。
